
公開２ 第５学年１組 理科学習指導と評価の案

日 時：平成1７年１１月１４日（月）
（ ）授業者：平澤啓介・丸山登紀子 少人数指導

場 所：北小学校第１理科室（南舎３階）
「もののとけかた」１．単元名

２．本時の目標
食塩が下にたまった上ずみ液には食塩が溶けているかに疑問を持ち、味を調べる、ルーペや顕微鏡で観察する、ろ過して粒が残る

か調べる、水分を蒸発させて粒が残るか調べるなどの実験を行い、その結果から食塩は目に見えないが上ずみ液のなかにもあると考
えることができる。

３．本時の評価規準＜科学的な思考＞
上ずみ液に食塩があるのか調べる実験を行い、塩味がある、ルーペや顕微鏡では見えない、ろ過しても粒が残らない、水分を蒸発

させると食塩が析出するなどの事実から、食塩は目に見えないが上ずみ液のなかにもあると考えることができる。

４．児童の実態
学ぶ意欲 ：食塩が水にとけると粒が見えなくなることから、水にとけた食塩がどうなったか調べたいという意欲を持っている。
学ぶ力 ：仮説の根拠を明らかにする力はまだ十分に身に付いていないが、自分の仮説を確かめる実験方法を構想する力はついて

きた。また、事実をもとに仮説について考察する力もついてきた。
学び得た力：水溶液のなかに食塩があることを確かめられそうな方法をいくつか知っている。また、その技能も定着してきた。

（４／１４）５．本時の展開
学 習 活 動 研究テーマ具現のための手立て

１．前時の学習をもとに課題を確認する。

食塩が下にたまった上ずみ液にも食塩はあるのだろうか
見
通

２．仮説と実験方法を交流する。し
食塩はない 食塩はあるを

・食塩は全部下にたまっ ・目に見えないだけで、 ・目に見えないだけで、上持
てしまったので上ずみ 上ずみ液にも少しある。 ずみ液には食塩がある。つ
液にはない。 （液の上下で濃さが違う） （液の上下で濃さは同じ、

）（食塩は下にたまる） たまった食塩は溶け残り

３．自分の実験方法にネームプレートを貼る。／
４．個の見方や考え方に応じた実験班を編制し、実験を行う。

実感で理解する子 客観的に理解する子
食塩なし 食塩あり 食塩あり・なし 食塩あり・なし 食塩あり・なし

実験① 実験① 実験② 実験③ 実験④
水溶液の味を調 水溶液の味を調 上ずみをろ過す ルーペや顕微鏡 水分を蒸発させ
べる。 べる。 る。 で見る。 る。
結果① 結果① 結果② 結果③ 結果④
塩味がする。 塩味がする。 何も残らない。 粒は見えない。 小さな粒が出た
考察① 考察① 考察② 考察③ 考察④
食塩はなくなっ 食塩はやっぱり 食塩はないのか 粒はないみたい 食塩は水の中に
てないようだ。 あった。 なあ。 だ。 あるんだ。
☆実験②③④へ ☆実験②③④へ ☆実験①へ ☆実験①へ ☆実験②③へ

新たな追究 新たな追究 新たな追究 新たな追究 新たな追究
食塩はあるのか 客観的事実は？ 食塩はないのか 食塩はないのか 粒の大きさは？確
実験②③から 実験②③から 実験①から 実験①から 実験②③からか
考察 考察 考察 考察 考察め
食塩はないの？ 食塩はないの？ 食塩はある。 食塩はある。 食塩はとても小る
☆実験④へ ☆実験④へ ☆実験③④へ ☆実験②④へ さいんだ。
実験④から 実験④から 実験③から 実験②から
考察 考察 考察 考察
食塩はある。 やっぱり食塩は 食塩はとても小 食塩はとても小

ある。 さいんだ。 さいんだ。
☆実験④へ ☆実験④へ
実験④から 実験④から
考察 考察
食塩はある。 食塩はある。

／
５．実験結果をもとに、仮説について考察する。

食塩はない 食塩はある
・食塩は全部下にたまっ ・目に見えないだけで、 ・目に見えないだけで、上

たわけではない。 上ずみ液にも食塩はある ずみ液には食塩がある。。
６．全体で結果と考察を交流する。
７．まとめる。

き
食塩が下にたまった上ずみ液にも食塩はあるま

り
８．事象提示を行う。を

見 ・硫酸銅を水にとかす事象を観察する。
つ 「水溶液全体が青く透明になった。目に見えないけど溶かしたものがまん
け べんなく広がっているんだ 」。

９．サイエンスチェック（１時間を振り返る自己評価）を行う。る
10．１時間を振り返って感想を書く。
「食塩は目に見えなくても全体に広がっているんだ 」。
「一度溶けた食塩がもう一度取り出せるんだ 」。
1１．教師による評価を行う。
・本時の評価規準や学び方から見たよい姿を価値づける。
（仮説や方法を見直して繰り返し追究する学び方）
（溶けたものがまんべんなく広がっているという見方や考え方）

<子どもの素朴な見方や考え方を引き出す学習活動の工夫>

・子どもが仮説を立てる時間を保障して、食塩の有無を判

断した根拠をはっきり持たせる。
→時間がたつと水に溶けた食塩は下に沈む （目に見える。

・目に見えない）

時間がたっても水に溶けた食塩は上ずみ液の中に広がっ
ている （研究内容Ⅲ③）。

＜子どもの多様な見通しに応じる学習形態の工夫＞
・子どもの見方や考え方に応じて、実感で理解する実験、

、 、客観的に理解する実験 粒の存在をつきとめる実験など

子どもの見通しに応じた実験方法で追究できるようにす
る （研究内容Ⅲ④）。

＜見方や考え方を高める指導・援助の在り方＞

・子どもの科学的に追究する力を高めるために、子どもの

学びの状況を把握して、新たな追究へと方向付ける指導
援助を行う。

。（ ）→実感で追究する子に対して客観へと方向付ける 丸山

→客観的に追究しているが存在を確かめられない子に対し

て、存在が確認できる方法へと方向付ける （平澤）。
→客観的な事実で食塩の存在を確かめた子に対して、食塩

の大きさをつきとめるように方向付ける （丸山）。

学びの状況 学びを方向づける指導・援助
味覚で食塩 味覚での判断は自分の納得にはなるが、仲

の有無を調 間に伝える事実としては弱いことを話し、

べている。 誰が見ても分かる客観的な事実を見つける

（実験①） ように実験④での追究へ方向付ける。
ろ過や顕微 ろ過や顕微鏡で食塩がないと判断している

鏡で調べて 子には、この方法では粒の大きさは判断で

いる。 きても、食塩の有無は判断できないことを
実験②③ 話し、実験①④での追究へ方向付ける。（ ）

水分を蒸発 蒸発乾固によって食塩の存在が明らかにな

させて調べ るので、食塩の粒の大きさはどれくらいな

ている のかという新たな課題意識を持たせ、実験
（実験④） ②③での追究へ方向付ける。

（研究内容Ⅳ②）

＜見方や考え方の高まりを自覚する指導の工夫＞
・終末の感想を今日のびっくり、ふしぎ、すっきりという

具体的な視点で記述するようにし、自分の高まりが自覚

できるようにする （研究内容Ⅳ③）。

＜見方や考え方、学び方のよさを価値づける指導の工夫＞
・仮説や方法を見直して追究した姿や、水溶液の均一性に

ふれている感想を紹介し、よさとして価値づける。

（研究内容Ⅳ④）

＜課題につながる疑問や驚きを引き出す指導の工夫＞

・前時に、多量の食塩を水に混ぜると、上ずみ液は透明に

なったが食塩が下にたまることから、子どもの「水に溶
ける」ということの見方や考え方を揺さぶり、疑問を持

たせる （研究内容Ⅲ②）。

＜自然の性質や規則性を実感できる終末事象の工夫＞

・有色（青色）の硫酸銅が水に溶かす事象を提示し、見え

なくなった硫酸銅がまんべんなく水溶液全体に広がって

いることを実感できるようにする （研究内容Ⅲ⑥）。


